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今号の主な内容

クローズアップ「大雨が降った時に備えて」

食育講演会・一日どうぶつ村・市内文化財探訪

お知らせ～ information …７～８面

…３面

特集
平成 26 年度一般会計決算の状況 …４～５面

…６面

波
郷
の
足
跡
に
触
れ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

波
郷
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
展
示
企
画
も
、
10
月

20
日
か
ら
25
日
ま
で
ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ク
レ
ア
ビ
ル
４
階
）

で
行
い
ま
す
。
少
年
時
代
か
ら
晩
年
ま
で
の
活
動
を
網
羅
し
た
パ

ネ
ル
展
示
や
俳
句
論
な
ど
、
人
物
像
が
伺
い
知
れ
る
内
容
の
他
、

療
養
時
代
の
清
瀬
市
内
の
写
真
な
ど
も

展
示
し
、
当
時
の
市
の
様
子
と
と
も
に
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
波
郷
の
句
や
思
い

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
々
投
句
が
増
え
て
い
る
ジ

ュ
ニ
ア
の
部
の
入
選
作
品
も
展
示
し
ま

す
。
波
郷
が
残
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

に
出
会
え
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
・

谷
村
鯛た

い

む夢
氏
に
聞
く

俳
句
大
会
へ
込
め
た
思
い

第
44
回
清
瀬
市
市
民
文
化
祭

　

44
回
目
を
数
え
る
「
清
瀬
市
市
民
文
化
祭
」
を
、
今
年
も
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

展
示
・
大
会
部
門
＝
10
月
31
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
５
時
・
11
月
１
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時
、
舞
台
部
門
＝
10
月
31
日
㈯

午
前
11
時
～
午
後
５
時
・
11
月
１
日
㈰
午
前

11
時
～
午
後
３
時
30
分

※
直
接
会
場
へ
。
場
所
・
出
演
団
体
は
左
表

日 会場 出演団体名

10
月
31
日
㈯
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

清瀬市民謡連盟
カントリーラインダンス

式典
フラダンス

清瀬市吟剣詩舞道連盟
アルモニコ女声合唱団
清瀬市音楽愛好会ギター

東京松浪会
梅園会

11
月
１
日
㈰

清瀬市大正琴同好会
清瀬おけさ会

キヨセマジッククラブ
ウクレレ、フラ
清瀬舞踊友の会

清瀬市吟剣詩舞道連盟

日 会場 展示団体名など

10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日
㈰

清瀬
けやき
ホール

盆栽水石　清石会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

清瀬市華道連盟
清瀬茶道連盟
清瀬絵手紙連盟
きよせ川柳会
かな書道　海の会
木彫　紫陽会

しゅんこう和紙ちぎり絵
清瀬郷土研究会
清瀬フォトクラブ

郷土
博物館

編み物、手芸、五行歌、
俳画（一般参加）

　市と「友好交流都市協定」を結んでいる長野
県北佐久郡立科町との住民交流事業として、親
子体験ツアーを行います。そば打ち・星空観察・
陶芸・リンゴ狩りなど、信州ならではの体験を
親子で楽しみませんか。
日 時　11 月 21 日㈯午前
８時 15 分出発～ 22 日㈰
午後３時解散（集合・解
散は清瀬駅北口西友前）
宿泊　清瀬市立科山荘
定員　先着 25 人（最小催行人数 15 人）
費用　大人２万３千円・小学生１万９千円・幼
児 1 万６千 500 円（１泊４食付き・バス代・
保険料・各施設・体験入場料込み）
※市内在住・在勤かつ、そば打ち体験をした方
は、２千円の補助金があります。（一部例外あり）
申込み　電話で清瀬市立科山荘☎ 0267・51・
2300 へ

親　子　体　験　ツ　アー
清瀬市・立科町住民交流事業

日 会場 団体名
10月31
日㈯・
11月1
日㈰

清
瀬
け
や

き
ホ
ー
ル

清瀬市将棋愛好会

清瀬市囲碁連盟

舞台部門

大会部門

展示部門

参
照
。

※
詳
し
く
は
、
市

内
公
共
施
設
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

清
瀬
市

文
化
協
会
・
西
澤

☎
491
・
３
５
３
５

　

石
田
波
郷
俳
句
大
会
は
、

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
市
内
の

俳
人
や
実
行
委
員
の
方
々
を

中
心
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
年
々
規
模
が
大
き
く

な
る
大
会
運
営
の
裏
側
や
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、

委
員
の
一
人
・
谷
村
鯛
夢
氏

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
波
郷
没
後
40
周
年
・
清
瀬

村
誕
生
120
年
と
い
う
節
目
か

ら
始
ま
っ
た
大
会
で
す
が
、

私
は
実
行
委
員
、
ま
た
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
の
選
者
と
し
て
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
地
元

の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
俳

句
文
化
を
育
て
て
い
け
た
ら

と
い
う
こ
と
で
、
出
前
授
業

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
、
一
般
の

部
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
新
人

賞
に
は
若
手
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
才
能
が
集
ま
っ
て
き
て
い

て
、近
年
は
メ
デ
ィ
ア
で
『
俳

句
界
の
芥
川
賞
』
と
言
わ
れ

た
り
も
し
て
、
俳
句
文
化
に

少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
た
か

な
と
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
と

に
か
く
楽
し
く
て
、
子
ど
も

の
目
を
通
し
た
清
瀬
市
の
魅

力
が
伝
わ
っ
て
く
る
し
、
中

学
２
年
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、

女
の
子
の
句
に
急
に
『
恋
』

が
増
え
て
き
た
り
と
か（
笑
）。

俳
句
は
日
本
人
な
ら
誰
で
も

作
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ

の
大
会
を
通
じ
て
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
た
ら
、
う
れ
し

い
で
す
ね
」。
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　清瀬にゆかりの深い俳人・石田波郷の名前を冠した俳句大会を、今年
も開催します。今回も全国・市内の皆さんからたくさんの作品のご応募
をいただき、ありがとうございました。大会当日は、鈴木しげを氏（俳
句会「鶴」主宰）講演会のほか、展示企画を一部リニューアルして開催
します。ぜひご来場ください。問合せ　生涯学習スポーツ課☎495・7001

①
表
彰
式
・
講
評

日
時　

10
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
＝

ジ
ュ
ニ
ア
の
部（
小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
）、
午
後
２
時
～
４
時
＝
一
般
の
部

（
石
田
波
郷
賞
・
石
田
波
郷
新
人
賞
）

②
講
演
会「
波
郷
俳
句
の
戦
後
」

日
時　

10
月
25
日
㈰
午
後
１
時
～
１
時
50

分（
予
定
）

講
師　

鈴
木
し
げ
を
氏（
俳
句
会「
鶴
」

主
宰
）

場
所　

①
②
と
も
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

③
展
示

　

石
田
波
郷
の
年
譜
・
自
筆
の
俳
句
色
紙

・
昭
和
20
年
代
の
清
瀬
を
撮
っ
た
写
真
な

ど
波
郷
ゆ
か
り
の
品
々
や
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

の
入
選
句
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈫
～
25
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
５
時

場
所　

ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ク
レ
ア
ビ

ル
４
階
）

※
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
。

表
彰
式
・
講
評
会
・

講
演
会
＝
10
月
25
日
㈰

展   

示
＝
10
月
20
日
㈫
～
　

　
　
　
　    

　   

25
日
㈰

石
い し だ は き ょ う

田波郷
（大正２年３月 18 日～

昭和 44 年 11 月 21 日）
　昭和を代表する俳人の一
人。作品には、清瀬の国立
東京療養所（現国立病院機
構東京病院）での病床体験
から療養俳句の金字塔とい
われる句集『惜命』、四
季の自然の豊かさを
つづった随筆集
『清瀬村』があ
る。清 瀬中
学 校 の 校
歌の作詞
者として
も知ら
れる。

石田波郷俳句大会実行委員会の皆さん展示コーナーの一部

活動成果を披露する皆さん

谷村鯛夢氏

立科山荘


